
新規事業採択時評価結果（平成１６年度新規事業化箇所）

担 当 課：近畿地方整備局道路部地域道路課

担当課長名： 田 口 定 一

事業名 事業 主要地方道 事業 大阪府おおさかいずみせんなんせん

主要地方道 大阪和泉泉南線 区分 （府道） 主体

起終点 延長くまとりちょう おおくぼ くまとりちょう おおくぼ

自：大阪府熊取町大久保 至：大阪府熊取町大久保 ０．３５km

事業概要

主要地方道大阪泉泉南線は、原子力発電施設（核燃料加工施設）を有する熊取町域から関西国際空港

及び和歌山方面へ向かう最短ルートとして国道４８１号と連絡する延長０．３５ｋｍの路線で、原子力

災害が発生した場合における緊急避難路として振興計画に位置付けられている。

事業の目的、必要性

主要地方道大阪泉泉南線は、現道が幅員５ｍと狭いため、災害発生時における緊急避難路、物資輸送

路となる根幹的な道路としての機能が確保されていないため早期に整備する必要がある。また地域にお

ける交通流動の連携や円滑化が図られ、地域の発展にも寄与するものである。

全体事業費 ２０億円 計画交通量 １２，８００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 １．６ １６億円 ２６億円 平成１５年

億円 走行時間短縮便益： 億円事 業 費： 16 23

億円 走行費用減少便益： 億円維持管理費： 0.3 0

交通事故減少便益： 億円3

事業の効果等

・国土地域ネットワークの構築（現道幅員が５ｍであるが、バイパス整備により離合困難解消）

（ ）・個性ある地域の形成 原子力発電施設等立地地域に関する特別措置法で事業の位置付けが決定される

関係する地方公共団体等の意見

本要望路線は、環状道路のネットワーク並びに災害時におけるアクセス道路としての重要な役割を果

たす事が期待されており、平成15年10月15日付けで熊取町議会より早期整備促進の要望を受けている。
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